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検索日本共産党町田市議団

　
２
０
１
２
年
９
月
。
町
田
市
は
、
こ
れ
ま
で
公
立
や
社

会
福
祉
法
人
な
ど
に
限
っ
て
き
た
認
可
保
育
所
運
営
へ
の

株
式
会
社
参
入
を
決
定
し
ま
し
た
。
整
備
さ
れ
る
場
所
は

新
庁
舎
建
設
に
よ
っ
て
空
い
た
旧
木
曽
庁
舎
で
す
。
こ
の

背
景
に
は
、「
町
田
市
保
育
サ
ー
ビ
ス
３
カ
年
計
画
（
２

０
１
２
年
度
〜
２
０
１
４
年
度
）」
の
な
か
で
「
新
た
な

運
営
主
体
に
よ
る
保
育
園
誘
致
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
」
と
明
記
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
株
式
会
社
参
入
と
い
う
重
大
な
方
針
変
更
に
も
関
わ
ら

ず
、
町
田
の
保
育
を
担
っ
て
き
た
関
係
者
や
市
議
会
に
対

し
て
説
明
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
文
教
社
会
常
任
委
員

会
が
行
政
報
告
を
求
め
、
説
明
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
す

で
に
事
業
所
が
決
ま
っ
た
あ
と
の
こ
と
で
す
。

保
育
に
「
営
利
目
的
」
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い

　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
発
達
を
考
え
た
時
に
「
営
利

（
＝
儲
け
を
出
す
こ
と
）」
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
に
保

育
園
経
営
は
な
じ
み
ま
せ
ん
。
儲
か
ら
な
け
れ
ば
撤
退
す

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
12
月
議
会
に
は
町
田
市
法
人
立

保
育
園
協
会
か
ら
約
１
万
６
千
筆
の
署
名
と
い
っ
し
ょ
に

「
保
育
所
整
備
に
お
い
て
営
利
企
業
参
入
を
撤
回
す
る
よ

う
求
め
る
請
願
」
が
提
出
さ
れ
、
日
本
共
産
党
は
紹
介
議

員
と
し
て
採
択
に
向
け
て
奮
闘
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
は
、
賛
成
16
（
共
産
党
、
民
・
社
・
ネ
な
ど
）、

反
対
17
（
公
明
党
、
新
世
紀
、
自
由 

民
主
な
ど
）
の
１

票
差
で
不
採
択
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
子
ど
も
た

ち
の
成
長
と
発
達
を
保
障
す
る
保
育
を
実
現
す
る

た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
12
月
17
日
の
町
田
市
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
で
、

「
町
田
市
議
会
議
員
の
定
数
削
減
を
求
め
る
請
願
」
の

採
決
が
お
こ
な
わ
れ
、
日
本
共
産
党
は
反
対
し
ま
し
た

が
賛
成
多
数
（
賛
成
４
、
反
対
３
）
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
21
日
の
本
会
議
で
は
、
反
対
17
（
共
産
党
、
民
・

社
・
ネ
、
新
世
紀
な
ど
）、
賛
成
16
（
公
明
党
、
志
政
、
自

由 

民
主
な
ど
）で
、最
終
的
に
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
の
役
割
は
「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」

10
年
前
と
比
較
し
て
議
員
一
人
当
た
り
の
人
口
が
１
千
人
増

　
日
本
共
産
党
は
、
委
員
会
審
査
を
通
じ
て
、
憲
法
や

地
方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
る
地
方
議
会
の
役
割
に
つ
い

て
、
民
意
の
反
映
、
基
本
政
策
の
立
案
、
行
政
に
対
す

る
チ
ェ
ッ
ク
機
関
な
ど
住
民
の
立
場
で
議
会
が
機
能
す

る
た
め
に
は
、
行
財
政
改
革
と
議
員
定
数
の
問
題
は
同

じ
土
俵
に
乗
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
。

　
本
会
議
で
は
、
議
会
は
地
方
公
共
団
体
が
「
住
民
の
福

祉
の
増
進
」
と
い
う
本
来
の
仕
事
を
す
る
う
え
で
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
。
そ
の
大
き
な
目
的
を

果
た
す
上
で
、
一
定
の
議
員
数
が
必
要
な
こ
と
は
自
治

体
合
併
で
議
員
定
数
が
減
ら
さ
れ
住
民
の
声
が
反
映
さ

れ
に
く
く
な
っ
た
地
方
の
公
共
団
体
の
実
例
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
る
こ
と
。
町
田
市
で
は
10
年
前
と
比
較
し
て

議
員
一
人
当
た
り
の
人
口
が
１
千
人
増
え
、
現
状
で
も

住
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
っ
て
お
り
、
議
員
定
数
は

削
減
す
べ
き
で
な
い
と
反
対
討
論
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

法
人
立
保
育
園
協
会
か
ら

　
　
　
　
　
　
署
名
１
万
６
千
筆

法
人
立
保
育
園
協
会
か
ら

　
　
　
　
　
　
署
名
１
万
６
千
筆

「
保
育
所
整
備
に
お
い
て
営
利
企
業

参
入
を
撤
回
す
る
よ
う
求
め
る
請
願
」

16
対
17
の
僅
差
で
「
不
採
択
」
共産党は
賛成

「
町
田
市
議
会
議
員
の

定
数
削
減
を
求
め
る
請
願
」
不採択

共
産
党
は
「
民
意
を
削
減
す
べ
き

で
な
い
」
と
反
対

　
町
田
市
議
会
２
０
１
２
年
第
４
回
定
例
会（
12
月
議
会
）が
、

11
月
29
日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
一
般

会
計
補
正
予
算
（
13
億
９
千
万
円
）
は
、
全
会
一
致
で
可
決
。

一
方
、
新
庁
舎
移
転
に
伴
う
「
町
田
市
旧
本
庁
舎
解
体
工
事

請
負
契
約
」
は
、
日
本
共
産
党
以
外
の
賛
成
で
可
決
（
３
億

４
百
万
円
。
工
期
は
２
０
１
３
年
12
月
ま
で
）。
日
本
共
産

党
提
出
の
、『「
い
じ
め
」
か
ら
子
ど
も
の
命
を
守
る
対
応
を

求
め
る
意
見
書
』
と
『
政
党
助
成
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
意

見
書
』
は
、
い
ず
れ
も
賛
成
少
数
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た

ご
み
処
理
施
設
計
画
の
再
検
討
を
求
め
る
請
願
の
紹
介
議
員

に
な
る
な
ど
、
今
議
会
も
広
範
な
市
民
と
要
求
運
動
で
力
を

合
わ
せ
て
奮
闘
し
ま
し
た
。

日　本
共産党

市民と要求運動で 奮闘市民と要求運動で 奮闘 2012年
12月議会

子育て くらし 環境問題

力あわせて力あわせて
など

●市民病院への市民バス「まちっこ」の乗り入れ

●防災行政無線のフリーダイヤルによる聞き直し

●新庁舎前のバス停に上屋根とベンチの設置

●成年後見制度の改善にとりくみ、市長申し立て
以外にも助成を拡大

●聴覚障がい者のためのヒアリングループを和光
大学ポプリホール鶴川や市議会傍聴席に設置

●市役所の移転による旧庁
舎の駐車場の料金値下げ

●小田急町田駅西口・ペデ
ストリアンデッキにエレ
ベーターの設置

みなさんといっしょに実現・改善にとりくみました

今年もみなさんと力を合わせてがんばります
新庁舎前のバス停に設置された屋根とベンチ


